
総額２２億円の物価高騰対応支援

電子クーポン配布と上下水道料金減額を軸に
１月専決
補正予算

国の補正予算

物価高騰対策を最優先で実施、食料品の価格高対策として「特別加算」を新設

市長記者会見資料

８ ． １ ． １ ４

総 合 戦 略 室

松本市

R７.１２.１６ 成立

拡充された重点支援地方交付金を、全市民一律に恩恵が行き届くよう速やかに事業化

R8.１月 専決予定

重点支援地方交付金の拡充 ２兆円 （内、特別加算 ４，０００億円）

１月補正予算にて ２２億８，５６６万円 （内、特別加算 ７億９，６１５万円）

▶低所得者層
▶子育て世帯

全市民一律の支援を軸に

▶すべての市民
▶低所得者層
▶子育て世帯

ターゲットを絞った支援

「特別加算」分に加え、その他の交付枠も活用して、全市民が対象となる物価高対策を実施



総額２２億円の物価高騰対応支援

電子クーポン配布と上下水道料金減額を軸に
１月専決
補正予算
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総 合 戦 略 室

全市民を対象とし、速やかな支援のため
R8.3月を目途に電子クーポンの案内発送

対 象 令和８年１月１日現在住民登録のある方
金 額 1人あたり６,000円
内 容 スマートフォン等で電子クーポンを取得

食料品等物価高騰対策事業
（電子クーポンの配布） 約１６億～17億円

市 全市民対象 速やかな支援実施 「特別加算」の活用 県と同調の事業速 特 県

速市 特

水道料金は４回目、下水道使用料等は３回目
となる、基本料金（２か月分）の減額

水道料金及び下水道使用料等
負担軽減事業

金 額 水道料金 ８５８円/月を上限
下水道使用料等 1,452円/月を上限

対 象 令和８年２月期分及び３月期分

約５億円

市 速

内 容 補助対象経費 73,000円を上限
負担割合 申請者1/3 （生活保護世帯の場合、対象経費内は負担無）

エアコン設置費を助成

住民税非課税世帯等エアコン設置促進事業

市内の児童扶養手当受給者に対し、児童一人当たり
10,000円を給付

低所得のひとり親世帯 給付金給付事業

内 容 令和8年1月以降、児童扶養手当給付先の口座へ振込

県県 速

例えば・・・ 二人世帯なら
１6，6２０円の支援額

減額上限の２か月分
あわせて 4,620円

２名で
12,000円分



総額２２億円の物価高騰対応支援

電子クーポン配布の流れとしくみ

１ 事務局による
全世帯一括発送

２ 電子クーポンの取得と利用

４月中旬から受付

３月以降、順次到着

１月専決
補正予算

市長記者会見資料
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総 合 戦 略 室

事務局から全世帯に対して
電子クーポン通知書を発送

※ 電子クーポン通知書
電子クーポン取得用の
ＱＲコードを内側に印刷した
圧着ハガキ

圧着ハガキを開封し、
内側に印刷されたＱＲコードを
読み込み、電子クーポンを取得

ＳＡＭＰＬＥ

利用店舗でスマートフォンで
ＱＲコードを読み取ることで
決済完了

※ こそだて支援電子クーポンの加盟店舗
スーパー、コンビニ、ドラッグストアなど
約110店舗も引き続き利用対象予定

３ 紙クーポンの取得と利用

３月中旬から６月末まで予定

圧着ハガキに記載のサポートセン
ターへ指定の期間内に連絡

届いた紙クーポンを
店舗へ持参し利用
（一括使用のみ）

到着後６月末まで予定



見取り図を具現化

えきまえエリアビジョン

松本駅周辺交通ターミナル
機能強化構想

デザインコード
松本市景観計画

えきまえの構想図を

市民と共有

パブリックライフを
充実させる

開発と景観の調和

駅とまちを歩いて繋ぐ

交通の再構築

えきしろ空間活性協議会（R8.2～)

松本デザイン調整会議（仮称：R8予定）

松本市景観審議会 駅まち空間デザイン検討会議（R8.2～)

駅まち空間デザイン検討PJチーム（下部組織)

新たに設置する会議

既存の会議

今後設置を予定する会議

「えきまえエリア」 “三位一体”で構想策定

中心市街地再設計の具現化へ２月から
本格始動

市長記者会見資料

８．１．１４

中心市街地活性本部

将来の見取り図を提言

R６年度

中心市街地再設計検討会議

市の計画に反映・事業着手

現在～R９年度（概ね３年以内）

提言を具現化し、再活性

～R１６年度（概ね１０年以内）

えきしろ空間



【えきしろ空間活性協議会】

氏名 所属・団体 分野

★山本 達也
清泉女子大学学長

清泉女子大学地球市民学部教授
有識者［公共政策］

出口 敦
東京大学執行役・副学長

大学院新領域創成科学研究科教授
有識者［都市デザイン］

李 賢郁 信州大学経法学部応用経済学科 講師 有識者［人文地理］

清水 是昭 松本商工会議所 会頭 商業・経済

★小林 史成 アルピコ交通㈱ 代表取締役 公共交通・観光

★下大薗 浩 ＪＲ東日本長野支社 長野支社長 公共交通・観光

★齊藤 茂行 （一社）松本観光コンベンション協会 会長 観光

大輪 俊江 ㈱あをぐみ 文化芸術

★花岡 由梨 松本商店街連盟 副会長 サービス業・イベント

★小林 篤史
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

青年部 未来事業担当副部長
宿泊

★は、松本市中心市街地再設計検討会議の委員

氏名 所属・団体 分野

岸井 隆幸
日本大学 名誉教授

（一財）計量計画研究所 代表理事
有識者［都市交通］

出口 敦
東京大学執行役・副学長

大学院新領域創成科学研究科教授
有識者［都市デザイン］

森 敬芳 ＪＲ東日本長野支社 企画部長 交通

二條 宏昭 アルピコ交通株式会社 本部長 交通

三澤 洋一 松本地区タクシー協議会 議長 交通

戸辺 佳典 松本商工会議所 地域振興部長 関係団体代表

宮之本 伸 松本観光コンベンション協会 事業本部長 関係団体代表

行政関係者 長野県１名・松本市３名 行政

【駅まち空間デザイン検討会議】

【駅まち空間デザイン検討プロジェクトチーム】
氏名 所属・団体 分野

小野寺 康 （有）小野寺康都市設計事務所 代表 有識者［都市空間設計］

交通事業者 ＪＲ東日本長野支社１名・アルピコ交通㈱１名 交通

行政関係者 長野県１名・松本市４名 行政

新たに設置する会議

中心市街地再設計の具現化へ２月から
本格始動

市長記者会見資料
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中心市街地活性本部



松本市中心市街地再設計検討会議 座長代理
松本「シンカ」推進会議 座長 など

えきしろ空間活性協議会

山本 達也

清泉女子大学学長
清泉女子大学地球市民学部教授

［公共政策］

李 賢郁

信州大学
経法学部応用経済学科講師

［人文地理］

イ・ヒョンウック

都市まちづくり演習等の一環として、三の丸ＡＰの取組み参加
人材移動やネットワーク形成、地域社会の変容等を研究 など

（公財）都市づくりパブリックデザインセンター理事長
（公社）日本都市計画学会 元会長 など

駅まち空間デザイン検討会議

岸井 隆幸

日本大学 名誉教授
（一財）計量計画研究所代表理事

［都市交通］

小野寺 康

(有)小野寺康都市設計事務所代表

［都市空間設計］

姫路駅前広場及び大手前通り、東京駅前広場及び行幸通り
サンキタ通り・広場／阪急神戸三宮駅周辺地区 など

駅まち空間デザイン検討プロジェクトチーム

ＵＤＣ信州センター長、ＵＤＣＫセンター長
（公社）日本都市計画学会 元会長 など

出口 敦

東京大学執行役・副学長
大学院新領域創成科学研究科教授

［都市デザイン］

会議に参画する有識者

中心市街地再設計の具現化へ２月から
本格始動

市長記者会見資料
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中心市街地活性本部
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␣日本のスキー人口の推移 野麦峠 乗鞍

市 長 記 者 会 見 資 料
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アルプスリゾート整備本部

H20 指定管理者制度を導入 以降、市が約1億円／年を投入し運営

R５． ８ 持続可能な奈川地区推進協議会が、「持続可能な奈川地区推進計画２０２３」を策定

６． ３ 協議会が市に野麦峠スキー場の今後の在り方に関する報告書を提出 2シーズン以内の方向性提示を要望

6． ７ 地元住民・企業・スキークラブの有志等が「野麦峠スキー場盛り上げ隊」を結成し、活動を開始

スキー人口の減少・温暖化による雪不足… スキー場は経営難

乗鞍・野麦峠スキー場をめぐる近年の状況

出典：レジャー白書(公益財団法人日本生産性本部)

ピーク ： H2 51万2,644人 ピーク ： H１０ １,800万人

H10：長野オリンピック

ピーク ： H5 １５万６,119人

S62：「私をスキーに連れてって」

R６：４万３,３３２人

R６：３万８２６人

ピーク時から

約△92％

ピーク時から

約△80％

Ｒ６：４２０万人
ピーク時から

約△77％

野
麦
峠

乗
鞍

R6. 10 スキー場運営会社(㈱ Blue Resort 乗鞍)が営業継続困難を地元に説明 地元が「スキー場を支援する有志の会」を発足

6. 12 有志の会が乗鞍スキー場の経営を暫定的に継承

スキー場運営会社は新たな経営主体への継承に向けて取組みを実施

7. 12 スキー場運営会社が市に対し、マスタープラン策定支援（費用補助）に係る要望書を提出

アルプスエリア スノーリゾートの再構築へ

経営難の乗鞍・野麦峠スキー場 総合的な事業計画を策定



市 長 記 者 会 見 資 料
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アルプスリゾート整備本部

▶ スキー場経営に係る事業性・成長可能性を提示

▶ 特に乗鞍は、体力・ノウハウを有する新たな経営主体の参画促進に期待
目 的

▶ 必要な設備投資・プロモーション等の具体的な取組内容

▶ 運営体制・投資コスト・収益予測等の中長期的・定量的な分析

内 容

▶ 両スキー場は冬の重要な観光資源

▶ 乗鞍スキー場のマスタープラン策定に関する要望書への対応は、事業継承に必要な側面的支援

公設の野麦峠スキー場とともに策定を検討

▶ 競争力のあるスノーリゾートを再構築し、地域の基幹産業である観光業の振興につなげる

スノーリゾートとしての展望

２つのスキー場に関するマスタープラン策定

オールシーズン山岳リゾートの再構築へ

アルプスエリア スノーリゾートの再構築へ

経営難の乗鞍・野麦峠スキー場 総合的な事業計画を策定
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アルプスリゾート整備本部

スノースポーツを楽しむなら

「安くて質良し」 地元のゲレンデへ

Mt.乗鞍スノーリゾート12/13～営業

▶ さらさらの雪質 「乗鞍パウダー」
▶ キッズパークあり 家族みんなで楽しめる
▶ スキー後は温泉でぽかぽか

（乳白色の天然温泉「湯けむり館」すぐ近く）

野麦峠スキー場12/20～営業

特 徴

運行状況

全面滑走可 リフト４基稼働

利用料金

▶ 国内トップクラスの標高2,130ｍ
標高差７３０ｍ 圧巻のダウンヒル

▶ 全国からリピーターが集う「本格派」の聖地
▶ スキー後は奈川のとうじそばでほっこり

特 徴

運行状況

一部コースを除き滑走可

利用割引 ： 長野県民割ＰＬＵＳ、
1８歳以下リフト券無料

※ 詳しいゲレンデ・リフト状況、リフト券料金は各スキー場のＨＰを参照

利用料金

土日祝 4,000円

平日 3,000円

【大人】

利用割引 ： 地域市民割

白馬エリアスキー場
利用料金

約7,000～９,５00円
※大人1日券・窓口購入の場合

白馬行くより
乗鞍・野麦！

松本市民なら…

最大

6,500円

おトク

乗鞍・野麦峠
利用料金

3,000～４,500円

＜通常価格＞ ＜割引適用価格＞

いつでも 3,000円

【大人】

【子ども】

松本市民はこちら 松本市民はこちら

＜通常価格＞ ＜割引適用価格＞

【子ども】

土日祝 2,000円

平日 1,000円

【大人】

土日祝 ５,５00円
平日 ４,５00円

土日祝 4,５00円
平日 3,５00円

0円
【子ども】

【大人】

いつでも 500円0円
【子ども】


